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秘密保持契約書 

 

                  （以下、「甲」という。）とリカバリーサービス株式会社（以下、「乙」という。）とは、甲が乙に委託するデータ復

旧作業のために甲が乙に開示する甲の秘密事項の取扱に関し、次の通り契約する。 

 

第１条（定義） 

本契約における秘密事項とは、甲が乙に開示するに当たって、書面・口頭とを問わず、甲の秘密事項である、文書、画像、図面、その他書類、又はハード

ディスク、フラッシュメモリ（不揮発性メモリ）、SSD、USBメモリ、DVDディスク、CDディスク、フロッピーディスク、MOディスクを含む機器又

は媒体に、電子的若しくは磁気的若しくは光学的に保存された甲の業務上における一切の知識及び情報をいう。但し、乙につき次の各号の一に該当するも

のは除外する。 

（１）甲より開示を受けた時点において既に公に知らしめられているもの 

（２）甲より開示を受けた後に乙の故意・過失によらず公知となったもの 

（３）甲より開示を受ける前に乙が自ら知得し、又は秘密保持義務を負っていない第三者より正当な手段により入手していたことを乙が証明できるもの 

 

第２条（秘密保持義務） 

①乙は、前条による秘密事項を第三者に開示もしくは漏洩しないものとする。ただし、事前に甲より書面による承諾を得た場合はこの限りではない。 

②前項の甲の事前承諾を得た場合であっても、乙は、当該第三者が本契約上の乙の義務と同等の義務を甲に対して負う旨を確約する書面を甲に提出するも

のとし、甲がこれを受理するまでは、当該第三者に対し前条の秘密事項を開示しないものとする。 

③当該第三者に秘密事項を開示した後は、乙は当該第三者と連帯して甲に対してかかる義務の履行につき責任を有するものとする。 

 

第３条（使用目的） 

乙は、本契約により開示される秘密事項を本件の目的のためにのみ使用し、それ以外の目的には一切使用しないものとする。 

 

第４条（開示の範囲） 

①乙は、第１条により開示された秘密事項を、乙の役員又は従業員であって本件開発に従事し業務遂行上当該秘密事項を知る必要がある者に限り、その必

要な範囲内でのみ開示するものとする。乙は、当該役員または従業員に対して本契約で定めた事項については、その義務を遵守させるものとする。 

②乙は、前項に基づき乙の役員又は従業員に第１条により開示された秘密事項を開示するときは、甲に対しその氏名及び開示する秘密事項の範囲および内

容を書面にて通知し、甲の承認を得るものとする。また、変更する場合も同様とする。 

③乙は、第１条により開示された秘密事項を、受託業務の一部又は全部を第三者に委託する場合、委託先に乙が遵守すべき義務と同一の義務を負わせるも

のとし、委託先の履行についての一切の責任を負うものとする。 

 

第５条（複写） 

①乙は、第１条により開示された秘密事項を、複製又は複写しないものとする。ただし、本件の目的のための複製又は複写はこの限りではない。複製又は

複写をおこなった秘密事項は作業完了時に消去するものとする。 

②本契約が解約されたとき、中止若しくは中断されたとき、又は甲から要請があったときは、第１条により開示された秘密事項が記載又は保存された文書、

画像、図面、その他書類、又はハードディスク、フラッシュメモリ（不揮発性メモリ）、SSD、USBメモリ、DVDディスク、CDディスク、フロッピー

ディスク、MOディスクを含む機器又は媒体に、電子的若しくは磁気的若しくは光学的に保存された秘密事項を消去するものとする。 

 

第６条（調査権） 

甲は、５日前までに乙に対して予告をして、乙の営業時間中いつでも乙の事業所に立ち入り、本契約上の乙の義務の履行状況を調査できるものとする。 

 

第７条（損害金） 

乙又は第２条の第三者に起因する事由により、秘密事項が漏洩したことにより甲が損害を蒙った場合には、甲は乙に対し直接かつ現実に蒙った通常損害の

範囲内において、損害賠償を請求できるものとする。但し、本契約による義務の履行につき乙に懈怠のなかったことが明らかになった場合はこの限りでな

い。 

 

第８条（協議事項）   

甲及び乙は、本契約に定めのない事項が生じたとき、又は本契約の条項の解釈について疑義が生じたときは、相互に協議の上誠意をもって解決にあたるも

のとする。 
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第９条（裁判管轄）  

本契約に起因する紛争の解決については、甲の本社所在地を管轄する地方裁判所を第一審 の専属的合意管轄裁判所とする。 

 

第10条（反社会的勢力の排除)  

1. 甲及び乙はいずれも、相手方に対して、本契約の締結日において、自己又は自己の役職員の いずれも、暴力団、暴力団員、元暴力団員、暴力団準構成

員、暴力団関係企業、総会屋、社 会運動標榜ゴ口及び特殊知能暴力集団その他の反社会的勢力(以下「反社会的勢力」とい う。)ではないこと、反社会的

勢力の直接又は間接的な支配・影響を受けていないこと、反 社会的勢力を利用していないこと、反社会的勢力を名乗るなどして相手方の名誉・信用を 毀

損し若しくは業務の妨害となる行為を行い、又は不当要求行為を行っていないこと、反 社会的勢力に対して資金等を提供又は便宜を供与するなどの関与

をしていないこと、及び、 自己の主要な出資者又は役職員が反社会的勢力の構成員ではないことを表明及び保証し、 かつ、将来にわたっても、これらに

該当することがないことを確約する。 

2. 甲及び乙はいずれも、相手方が前項に定める表明保証又は確約に違反した場合、相手方に何 ら催告することなしに直ちに本契約を解除し、かつ、相手

方に対して、これによって被った 損害の賠償を請求することができるものとする。 

3. 甲及び乙はいずれも、前項の規定により本契約を解除した場合には、相手方又は相手方の役 職員のいずれかに損害が生じても、これを一切賠償する義

務を負わない。 

 

以上、本契約成立の証として、本書２通作成し、甲乙は記名押印のうえ、それぞれ１通を保有する。 

 

令和     年     月     日 

 

（甲） 

 

住所  

 

氏名                                    印 

 

 

（乙） 

 

住所 石川県金沢市西念2丁目2--1 Destinビル1F 

 

氏名 リカバリーサービス株式会社 

 

代表取締役 富田龍樹                         印 


